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2� 広報あかいがわ　2026.５.1

□
令
和
８
年
第
１
回
定
例
会　

３
月
10
日
～
12
日

　

本
会
議
で
は
、
主
に
赤
井
川
村
議
会

会
議
規
則
の
改
正
ほ
か
10
件
の
条
例
・

規
則
案
、
ま
た
そ
れ
ら
に
係
る
歳
出
増

額
の
補
正
予
算
の
計
上
、
赤
井
川
村
第

５
期
総
合
計
画
等
に
つ
い
て
審
議
の
う

え
可
決
さ
れ
、
馬
場
村
長
よ
り
令
和
８

年
度
村
執
行
方
針
及
び
根
井
教
育
長
よ

り
令
和
８
年
度
教
育
行
政
執
行
方
針
が

示
さ
れ
ま
し
た
。

【
村
長
行
政
報
告
】

・
令
和
７
年
12
月
１
日
以
降
工
事
等
発

　

注
状
況
に
つ
い
て

【
条
例
・
規
則
案
】

・
赤
井
川
村
議
会
会
議
規
則
の
一
部
を

　

改
正
す
る
規
則
案
に
つ
い
て

・
赤
井
川
手
話
言
語
条
例
案
に
つ
い
て

　
（
他
11
件
）

条
例
・
規
則
の
主
な
内
容

・
議
会
会
議
規
則･･･

議
会
の
デ
ジ
タ
ル

　

化
、
オ
ン
ラ
イ
ン
化
に
伴
い
手
続
き

　

や
取
り
扱
い
を
規
定
す
る
も
の

・
手
話
言
語
条
例･･･

北
後
志
５
町
村
に

　

お
い
て
手
話
を
必
要
と
す
る
住
民
と

　

の
共
生
社
会
の
実
現
に
資
す
る
こ
と

　

の
条
例
制
定
に
関
し
合
意
形
成
さ
れ

　

た
も
の

【
補
正
予
算
案
】

・
令
和
７
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

　

14
号
）（
他
４
件
）全員

賛
成
で
原
案
可
決

補
正
予
算
の
主
な
内
容

［
歳
入
］

・
ふ
る
さ
と
寄
付
金（
企
業
版
含
む
）（
減

　

額
）

△
６
，
７
５
０
万
円

［
歳
出
］

・
畑
地
か
ん
が
い
用
水
路
機
能
保
全
計

　

画
策
定
業
務
（
新
規
）３，

１
０
０
万
円

・
ふ
る
さ
と
納
税
事
業
費
（
減
額
）

△
２
，
０
０
０
万
円

【
当
初
予
算
案
】

　

５
件
の
当
初
予
算
が
予
算
特
別
委
員

会
に
付
託
さ
れ
、全
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

・
令
和
８
年
度
一
般
会
計
予
算
（
他
４

　

件
）

全
員
賛
成
で
原
案
可
決

当
初
予
算
の
主
な
内
容

［
歳
出
］

・
議
会
対
応
デ
ジ
タ
ル
化
事
業
委
託
料

１
２
９
万
５
千
円

・
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
推
進
調
査

　

業
務
委
託
料

５
，
０
０
０
万
円

・
地
域
安
全
克
雪
方
針
策
定
事
業
費

４
７
０
万
円

・
物
価
高
騰
支
援
地
域
商
品
券
事
業
費

１
，
３
０
０
万
円

【
そ
の
他
】

・
第
五
期
赤
井
川
村
総
合
計
画
基
本
構

　

想
の
策
定
に
つ
い
て

・
赤
井
川
村
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
市

　

町
村
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

・
村
営
中
央
団
地
外
部
個
別
改
善
改
修

　

建
設
工
事
請
負
契
約
の
締
結
の
議
決

　

事
項
の
変
更
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
原
案
可
決

　

令
和
７
年
第
４
回
定
例
会
で
付
託
さ

れ
た
「
道
の
駅
あ
か
い
が
わ
指
定
管
理

者
の
指
定
に
つ
い
て
」
は
【
否
決
】
さ

れ
ま
し
た
。
概
要
に
つ
い
て
は
別
欄
の

と
お
り
で
す
。

賛
成　

山
口
、
連　

２
人

反
対　

川
人
、
藤
門
、
能
登
、
曽
根　

４
人

反
対
討
論

　

違
法
性
の
有
無
と
、
政
治
判
断
の
是

非
は
別
の
問
題
で
す
。
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
し
て

求
め
ら
れ
る
地
域
と
の
信
頼
関
係
及
び

地
域
内
の
合
意
形
成
が
十
分
で
あ
る
か

判
断
で
き
ず
、
現
時
点
で
の
指
定
に
は

慎
重
で
あ
る
べ
き
と
考
え
ま
す
。

賛
成
討
論

　

百
条
委
員
会
で
事
務
的
不
備
は
確
認

さ
れ
ま
し
た
が
、
専
門
家
３
名
が
応
募

資
格
に
法
的
瑕
疵
は
な
し
と
一
致
し
て

お
り
、
問
題
は
制
度
否
定
で
は
な
く
改

善
可
能
な
運
用
上
の
課
題
で
あ
り
、
候

補
者
団
体
の
専
門
性
は
村
の
将
来
に
不

可
欠
と
判
断
し
本
議
案
に
賛
成
し
ま
し

た
。

賛
成
討
論

　

村
民
の
大
切
な
税
金
を
使
い
弁
護
士

に
依
頼
し
た
結
果
、
問
題
な
い
と
回
答

を
得
た
わ
け
で
す
が
、
村
民
の
未
来
も

考
え
ず
自
分
の
考
え
だ
け
で
反
対
を
し

て
い
る
と
し
か
思
え
ま
せ
ん
。

　

選
定
委
員
会
の
内
容
が
今
後
の
赤
井

川
村
を
変
え
て
い
け
る
の
で
は
な
い
か

と
希
望
と
期
待
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

過
去
に
多
少
の
手
違
い
が
あ
っ
た
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
私
的
に
は
問
題

が
な
い
と
思
い
ま
す
し
、
何
か
し
ら
の

議
会だよ

り

定

例

会

報

告

能登　ゆう　議員

連　　茂　議員山口　芳之　議員
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 議会だより

改
善
を
し
な
が
ら
運
営
出
来
れ
ば
と
の

考
え
で
す
。
赤
井
川
村
の
未
来
を
考
え

て
私
は
賛
成
討
論
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

道
の
駅
あ
か
い
が
わ
指
定
管
理
者
調
査

特
別
委
員
会
の
経
過
と
結
果
に
つ
い
て

【
経
過
】

　

令
和
７
年
第
４
回
定
例
会
に
お
い
て
、

次
期
指
定
管
理
者
候
補
団
体
が
議
会
に

提
案
さ
れ
ま
し
た
。
会
期
中
の
総
務
開

発
常
任
委
員
会
に
お
い
て
、
候
補
者
団

体
公
募
に
係
る
採
点
評
価
基
準
に
つ
い

て
不
透
明
な
部
分
が
あ
り
選
定
委
員
会

の
メ
ン
バ
ー
に
つ
い
て
恣
意
的
な
選
定

が
疑
わ
れ
、
ま
た
公
募
申
請
書
類
の
う

ち
、
法
人
定
款
の
登
記
遅
れ
と
空
白
期

間
が
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
総
会
時
に
理

事
を
実
際
に
任
命
さ
れ
た
人
物
が
不
明

な
状
態
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て

法
令
違
反
し
た
団
体
を
、
村
が
把
握
し

道
の
駅
あ
か
い
が
わ
指
定
管
理
者
の
公

募
申
請
を
受
け
付
け
た
こ
と
に
つ
い
て

村
の
手
続
き
が
適
当
で
あ
っ
た
か
道
の

駅
あ
か
い
が
わ
指
定
管
理
者
調
査
特
別

委
員
会
を
設
置
し
調
査
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。

　【
結
果
】

　

特
別
委
員
会
で
は
、
ま
ず
赤
井
川
村
、

指
定
管
理
者
候
補
団
体
等
に
調
査
資
料

を
請
求
し
、
そ
の
資
料
に
つ
い
て
村
へ

説
明
を
求
め
ま
し
た
。
ま
た
、
第
三
者

の
意
見
と
し
て
、
弁
護
士
の
見
解
を
求

め
た
結
果
、
登
記
の
遅
れ
等
不
備
が
あ

っ
た
こ
と
で
応
募
資
格
に
つ
い
て
欠
格

す
る
こ
と
と
は
な
ら
な
い
が
、
選
定
の

評
価
項
目
に
お
い
て
、
評
価
す
べ
き
と

い
う
見
解
で
し
た
。

　

提
出
を
求
め
た
資
料
の
一
部
に
つ
い

て
非
開
示
と
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
特

別
委
員
会
と
し
て
は
十
分
な
調
査
が
出

来
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

今
回
露
呈
し
た
「
理
事
が
不
在
の
期

間
に
事
業
を
決
定
し
て
い
た
可
能
性
」

や
「
不
自
然
な
税
務
処
理
」
を
「
実
態

と
し
て
活
動
し
て
い
る
か
ら
問
題
な
い
」

な
ど
と
容
認
し
、
指
定
管
理
者
を
決
定

し
よ
う
と
す
る
姿
勢
は
、
行
政
運
営
に

対
す
る
信
頼
を
失
墜
さ
せ
る
懸
念
を
感

じ
る
と
と
も
に
、
法
律
や
条
令
に
準
じ

る
姿
勢
と
と
も
に
結
論
に
至
る
ま
で
の

過
程
で
総
合
的
な
検
討
が
必
要
と
の
結

論
に
な
り
、
次
の
３
点
に
つ
い
て
村
へ

留
意
を
求
め
た
委
員
会
調
査
報
告
書
を

ま
と
め
、
議
会
へ
報
告
し
ま
し
た
。

①
指
定
管
理
者
選
定
委
員
会
の
抜
本
的

　

見
直
し

②
行
政
文
書
の
開
示
基
準
の
再
考

③
候
補
者
団
体
に
対
す
る
運
営
業
務
の

　

把
握
か
つ
継
続
的
な
連
携
体
制
の
構

　

築
※
特
別
委
員
会
調
査
報
告
書
、
弁
護
士

　

か
ら
の
意
見
書
な
ど
詳
細
に
つ
い
て

　

は
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

　

お
り
ま
す
。

□
令
和
８
年
第
１
回
臨
時
会

１
月
29
日

　

本
会
議
で
は
、
工
事
請
負
契
約
及
び

使
用
料
徴
収
条
例
の
改
正
に
つ
い
て
、

ま
た
主
に
物
価
高
対
応
子
育
て
応
援
手

当
事
業
に
係
る
補
正
予
算
の
計
上
に
つ

い
て
、
審
議
の
う
え
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

【
条
例
・
規
則
案
】

・
赤
井
川
村
使
用
料
徴
収
に
関
す
る
条

　

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案
に
つ

　

い
て

全
員
賛
成
で
原
案
可
決

条
例
・
規
則
の
主
な
内
容

　

保
養
セ
ン
タ
ー
の
村
民
以
外
の
入
館

料
に
つ
い
て
値
上
げ
を
す
る
も
の

【
補
正
予
算
案
】

・
令
和
７
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

　

12
号
）
他
２
件全

員
賛
成
で
原
案
可
決

補
正
予
算
の
主
な
内
容

［
歳
入
］

・
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創
生

　

臨
時
交
付
金
（
増
額
）１７

７
万
９
千
円

・
物
価
高
騰
対
応
子
育
て
応
援
手
当
事

　

業
（
事
務
含
む
）
補
助
金
（
新
規
）

３
０
３
万
３
千
円

［
歳
出
］

・
物
価
高
騰
対
応
子
育
て
応
援
手
当（
新
規
）

２
８
２
万
円

【
そ
の
他
】

・
防
災
行
政
無
線
卓
更
新
工
事
請
負
契

　

約
の
締
結
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
原
案
可
決

◆
本
会
議
な
ど
の
傍
聴
は
、
ど
な
た
で

も
で
き
ま
す
。
手
続
き
は
、
当
日
受
付

簿
に
氏
名
を
記
入
す
る
だ
け
と
簡
単
で

す
の
で
、
お
気
軽
に
お
越
し
下
さ
い
。

　

ま
た
、
議
会
へ
の
ご
意
見
・
ご
感
想

も
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
議
会
事
務
局
へ
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

□
議
会
の
う
ご
き（
１
月
～
３
月
）

（
１
月
）

７
日
◇
消
防
出
初
式
／
村
内

11
日
◇
成
人
式
／
村
内

13
日
◇
特
別
委
員
会
／
役
場

15
日
◇
北
後
志
町
村
議
会
議
長
会
臨
時

　
　
　

会
／
余
市
町
（
議
長
）

27
日
◇
特
別
委
員
会
／
役
場

29
日
◇
第
１
回
臨
時
会
／
役
場

29
日
◇
道
路
・
河
川
等
要
望
／
札
幌
市

　
　
　

他
／
～
30
日

（
２
月
）

６
日
◇
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
委
員
会
／
役
場

　
　
　
（
議
長
・
委
員
長
）

10
日
◇
北
し
り
べ
し
廃
棄
物
処
理
広
域

　
　
　

連
合
定
例
会
／
小
樽
市
（
副
議

　
　
　

長
）

12
日
◇
後
志
町
村
議
会
議
長
会
定
期
総

　
　
　

会
／
札
幌
市
（
議
長
）／
～
13
日

26
日
◇
特
別
委
員
会
／
役
場

27
日
◇
後
志
広
域
連
合
定
例
会
／
倶
知

　
　
　

安
町
（
議
長
）

（
３
月
）

６
日
◇
議
会
運
営
委
員
会
他
／
役
場

10
日
◇
第
１
回
定
例
会
他
／
役
場
／
～

　
　
　

12
日

25
日
◇
悠
楽
大
学
終
業
式
／
村
内
（
議

　
　
　

長
）

25
日
◇
総
務
開
発
常
任
委
員
会
／
役
場

臨

時

会

報

告
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一

般

質

問

と

答

弁

　

赤
く
色
付
け
ら
れ
て
い
る
部
分
は
議

員
の
質
問
、
色
な
し
は
村
長
の
答
弁
と

な
り
ま
す
。

　

近
年
、
資
材
費
の
高
騰
や
人
材
不

足
に
よ
り
農
業
経
営
は
全
国
的
に
厳

し
さ
を
増
し
、
北
海
道
で
も
経
営
体

の
減
少
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
村
【
農
家
】
の
育

苗
事
業
を
担
っ
て
き
た
Ｊ
Ａ
が
今
後

３
年
間
で
事
業
を
縮
小
し
、
最
終
的

に
は
撤
退
す
る
方
針
を
示
し
ま
し
た
。

　

育
苗
は
農
業
生
産
の
基
盤
で
あ
り
、

高
齢
農
家
や
小
規
模
農
家
に
と
っ
て

自
前
で
の
育
苗
は
困
難
で
あ
る
た
め
、

村
の
農
業
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
ま

す
。

　

ま
た
、
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
の
条

例
や
規
則
に
は
育
苗
業
務
の
明
確
な

位
置
づ
け
が
な
く
、
制
度
と
実
態
の

乖
離
も
見
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
状

況
を
踏
ま
え
、
行
政
の
認
識
と
今
後

の
対
応
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

①
Ｊ
Ａ
の
育
苗
事
業
撤
退
理
由
の
把

握
に
つ
い
て

　

Ｊ
Ａ
が
示
す
「
人
件
費
の
高
騰
」

や
「
人
材
不
足
」
は
、
全
国
的
な
課

題
で
す
。

　

村
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
状
況
を

ど
の
程
度
ま
で
把
握
し
て
い
た
の
か
。

　

ま
た
撤
退
理
由
を
ど
の
よ
う
に
受

け
止
め
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
の
説
明
で
は
、
人
件
費
・
諸
資

材
の
高
騰
や
発
注
数
の
減
少
も
要
因
の

一
つ
で
は
あ
る
も
の
の
、
最
も
大
き
な

要
因
と
し
て
は
、
育
苗
事
業
の
担
い
手

確
保
が
単
独
事
業
者
と
し
て
困
難
で
あ

る
こ
と
、
ま
た
従
業
員
の
高
齢
化
に
よ

る
労
働
力
確
保
の
問
題
が
挙
げ
ら
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

村
と
し
て
は
、
ま
ず
農
業
者
へ
の
説

明
を
十
分
に
行
う
よ
う
要
請
し
た
う
え

で
、
農
業
者
の
意
向
に
対
し
、
村
と
し

て
ど
の
よ
う
な
形
で
支
援
が
で
き
る
の

か
説
明
会
へ
の
参
加
や
ア
ン
ケ
ー
ト
の

実
施
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
担
い
手
の
確
保
に
つ
い
て
は
、

組
織
内
の
人
事
異
動
や
職
員
の
地
域
居

住
の
問
題
な
ど
、
や
む
を
得
な
い
事
情

が
あ
る
も
の
と
受
け
止
め
て
お
り
ま
す
。

②
育
苗
事
業
撤
退
が
農
家
へ
与
え
る

影
響
に
つ
い
て

　

苗
の
供
給
が
不
安
定
に
な
る
こ
と

で
、
作
付
け
面
積
や
収
量
に
ど
の
よ

う
な
変
化
が
生
じ
る
と
見
込
ん
で
い

る
の
か
。

　

離
農
の
加
速
な
ど
、
ど
の
程
度
ま

で
分
析
を
行
っ
て
い
る
の
か
伺
い
ま

す
。

　

村
が
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
い

て
、
今
後
の
苗
の
入
手
方
法
に
つ
い
て

「
わ
か
ら
な
い
」
と
回
答
さ
れ
た
方
は
全

体
の
34
％
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
ほ
か

は
、
Ｊ
Ａ
以
外
の
事
業
者
か
ら
購
入
・

自
ら
育
苗
す
る
と
い
う
内
容
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
は
、
事
業
撤
退
後
の
苗
の
購
入

先
に
つ
い
て
の
提
案
や
、
育
苗
ハ
ウ
ス
設

置
に
対
す
る
独
自
の
補
助
制
度
に
つ
い
て

も
検
討
さ
れ
て
い
る
と
説
明
を
し
て
お
り
、

こ
の
こ
と
か
ら
、
購
入
先
の
変
更
や
自
家

育
苗
へ
移
行
す
る
農
業
者
が
一
定
程
度
増

え
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

現
時
点
で
は
、
事
業
撤
退
後
の
体
制

が
具
体
的
に
決
定
し
て
い
る
状
況
で
は

な
い
こ
と
か
ら
、
影
響
を
詳
細
に
分
析

す
る
段
階
に
は
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

③
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
の
例
規
と
実

態
の
乖
離
に
つ
い
て

　

セ
ン
タ
ー
の
条
例
お
よ
び
規
則
に

は
、
育
苗
業
務
の
明
確
な
規
定
が
な

い
一
方
、
実
態
と
し
て
は
、
育
苗
が

中
心
業
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
乖
離
を
行
政
と
し
て
ど
の
よ

う
に
認
識
し
て
い
る
の
か
、
ま
た
、

育
苗
事
業
を
セ
ン
タ
ー
業
務
と
す
る

内
規
等
の
有
無
を
伺
い
ま
す
。

　

新
規
就
農
者
技
術
習
得
セ
ン
タ
ー
に

関
す
る
条
例
・
規
則
を
言
わ
れ
て
い
る

と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
条
例
の
設
置
目

的
な
ど
は
、
木
造
の
建
物
に
関
し
て
定

め
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
Ｊ
Ａ
が
管
理

運
営
し
て
い
る
育
苗
施
設
な
ど
に
つ
い

て
は
、
Ｊ
Ａ
に
帰
属
し
て
お
り
、
村
の

条
例
・
規
則
で
定
め
る
施
設
で
は
な
い

こ
と
を
ご
理
解
願
い
ま
す
。

④
今
後
の
育
苗
に
つ
い
て

　

代
替
案
と
し
て
、

①
農
家
に
よ
る
共
同
育
苗

②
民
間
事
業
者
へ
の
委
託

③
村
直
営
に
よ
る
実
施

と
い
っ
た
選
択
肢
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

村
と
し
て
ど
こ
ま
で
検
討
を
進
め

て
い
る
の
か
現
時
点
で
の
進
捗
と
、

実
現
可
能
性
の
判
断
基
準
に
つ
い
て
、

明
確
な
説
明
を
求
め
ま
す
。

　

育
苗
事
業
は
村
事
業
で
は
な
い
こ
と

か
ら
、
販
売
単
価
の
設
定
や
今
後
の
体

制
に
つ
い
て
代
替
え
案
を
示
す
責
任
が

生
じ
る
と
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。
現

時
点
で
の
具
体
的
進
捗
状
況
や
実
施
可

能
性
の
判
断
基
準
を
求
め
ら
れ
て
も
、

お
答
え
で
き
る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
生
産
者
団
体
の
代
表
者
な
ど
へ
実

施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
報
告
し
た

際
、「
農
林
業
活
性
化
推
進
協
議
会
で
の

議
論
」
を
出
席
者
に
提
案
し
た
と
こ
ろ
、

「
農
業
者
同
士
で
話
し
合
い
を
行
い
、
そ

の
結
果
を
踏
ま
え
村
や
Ｊ
Ａ
と
協
議
し

た
い
」
と
い
う
意
向
が
示
さ
れ
、
そ
の

後
は
農
業
者
が
中
心
と
な
っ
て
話
し
合

い
を
進
め
て
い
く
と
の
こ
と
か
ら
、
村

と
し
て
は
、
今
後
、
育
苗
事
業
の
実
現

の
可
能
性
や
支
援
の
あ
り
方
に
つ
い
て

関
係
機
関
と
協
議
し
な
が
ら
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

⑤
農
家
が
安
心
し
て
営
農
を
続
け
ら

れ
る
環
境
づ
く
り
に
つ
い
て

　

育
苗
体
制
は
村
の
集
約
的
農
業
を

支
え
る
基
盤
で
す
。
農
家
の
不
安
が

広
が
る
中
、
村
と
し
て
育
苗
体
制
の

再
構
築
に
ど
の
よ
う
な
方
針
で
取
り

組
む
の
か
、
営
農
継
続
を
支
え
る
た

め
の
考
え
方
を
伺
い
ま
す
。

　

総
合
計
画
に
基
づ
き
村
の
発
展
に
つ

連　　茂　議員

J
A
の
育
苗
事
業

　
　
　
　
　
撤
退
に
つ
い
て

 議会だより
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な
が
る
施
策
を
進
め
る
と
と
も
に
、
農

業
者
の
意
向
を
反
映
し
た
農
業
振
興
計

画
に
基
づ
き
、
地
域
農
業
の
維
持
発
展

の
た
め
の
各
種
事
業
を
実
施
す
る
一
方

で
、
農
業
は
他
産
業
と
同
じ
く
個
々
の

経
営
者
が
主
体
と
な
っ
て
行
う
経
済
活

動
の
た
め
農
業
者
が
安
定
し
て
営
農
を

継
続
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
る
と

と
も
に
、
必
要
な
支
援
策
に
つ
い
て
関

係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

育
苗
体
制
に
つ
い
て
は
、
そ
の
議
論

の
結
果
を
踏
ま
え
、
相
談
が
あ
っ
た
場

合
に
は
、
関
係
機
関
と
も
協
議
し
な
が

ら
必
要
な
支
援
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

村
の
事
業
に
外
部
法
人
・
外
部
人

材
が
関
わ
る
ケ
ー
ス
が
増
え
、
行
政

の
意
思
決
定
や
事
業
設
計
、
権
限
に

関
わ
る
部
分
に
、
深
く
参
入
し
て
い

る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

小
規
模
な
自
治
体
ほ
ど
人
も
専
門

性
も
足
り
ず
、
外
部
化
の
判
断
が
働

き
や
す
く
、
た
と
え
公
募
し
て
も
競

争
が
成
立
し
に
く
く
、
結
果
と
し
て

携
わ
る
の
が
同
じ
人
物
・
同
じ
顔
ぶ

れ
に
な
り
や
す
い
の
だ
ろ
う
と
感
じ

ま
す
。
た
だ
そ
こ
で
懸
念
も
生
ま
れ

ま
す
。
行
政
が
、
本
来
「
制
度
」
で

統
治
す
べ
き
と
こ
ろ
を
、「
人
間
関

係
」
だ
け
で
回
し
て
い
な
い
で
し
ょ

う
か
？
制
度
設
計
そ
の
も
の
が
、
特

定
の
人
物
、
事
業
者
を
前
提
に
し
て

い
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

そ
う
し
た
場
合
、
本
人
た
ち
は
「
信

頼
で
き
る
人
物
」、「
信
頼
で
き
る
事

業
者
」、「
地
域
の
た
め
」
と
思
っ
て

い
て
も
、
外
か
ら
見
る
と
、「
私
物
化
」、

「
身
内
化
」
と
見
え
て
し
ま
い
か
ね
ま

せ
ん
。
制
度
設
計
の
甘
さ
や
隙
に
繋

が
り
、
将
来
的
な
リ
ス
ク
と
も
な
り

得
ま
す
。
お
互
い
の
顔
が
見
え
る
小

規
模
自
治
体
ほ
ど
、
チ
ェ
ッ
ク
機
能

は
意
識
的
に
強
く
す
べ
き
で
は
な
い

か
と
感
じ
ま
す
。

　

一
方
で
、
百
条
委
員
会
で
の
村
の

対
応
に
は
不
安
が
残
り
ま
す
。
百
条

委
員
会
の
調
査
権
よ
り
も
あ
く
ま
で

「
行
政
の
裁
量
・
判
断
が
優
先
」、「
事

業
者
へ
の
配
慮
が
優
先
」
と
い
う
姿

勢
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
議
会
の
チ
ェ

ッ
ク
機
能
を
否
定
す
る
こ
と
に
等
し

い
と
懸
念
し
ま
す
。
百
条
委
員
会
に

お
い
て
す
ら
透
明
性
が
確
保
さ
れ
な

い
自
治
体
で
外
部
連
携
事
業
が
い
っ

そ
う
進
む
と
、
行
政
の
権
限
、
公
金
、

公
共
施
設
を
民
間
に
渡
し
て
い
る
の

に
監
督
し
な
い
、
調
査
も
出
来
な
い
、

そ
ん
な
状
態
が
生
ま
れ
な
い
で
し
ょ

う
か
？

　
「
外
部
連
携
拡
大
と
行
政
の
説
明
責

任
」
と
い
う
視
点
か
ら
、
望
ま
し
い

制
度
設
計
の
あ
り
方
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

①
外
部
連
携
の
拡
大
と
検
証
可
能
性

　

外
部
連
携
・
外
部
委
託
事
業
そ
の

も
の
を
否
定
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
議
会
の
審
議
や
調
査
に
必

要
な
情
報
が
「
個
人
情
報
」
や
「
事

業
者
へ
の
配
慮
」
を
理
由
に
拒
絶
さ

れ
る
事
が
当
た
り
前
に
な
れ
ば
、
外

部
が
関
わ
る
事
務
・
事
業
に
つ
い
て

は
全
て
、
行
政
や
事
業
者
の
裁
量
・

判
断
に
よ
っ
て
議
会
の
チ
ェ
ッ
ク
が

及
ば
ず
、
検
証
不
可
能
に
な
り
ま
す
。

結
果
と
し
て
外
部
連
携
が
ブ
ラ
ッ
ク

ボ
ッ
ク
ス
化
す
る
リ
ス
ク
、
ガ
バ
ナ

ン
ス
の
空
洞
化
を
招
く
と
懸
念
し
ま

す
。

　

そ
の
よ
う
な
状
態
が
、
健
全
な
行

政
運
営
と
言
え
る
で
し
ょ
う
か
。
外

部
連
携
事
業
に
つ
い
て
、
議
会
が
十

分
な
検
証
を
行
え
な
い
状
態
で
も
、

問
題
は
な
い
と
い
う
お
考
え
で
し
ょ

う
か
。

　

以
前
（
12
月
）
に
も
申
し
上
げ
て
お

り
ま
す
が
、
職
員
で
は
対
応
困
難
な
業

務
に
関
し
て
は
専
門
的
な
知
見
を
有
す

る
事
業
者
へ
の
委
託
業
務
は
成
果
と
効

果
も
考
え
、
今
後
も
必
要
と
考
え
て
い

る
こ
と
を
改
め
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　

議
会
の
な
か
で
の
審
議
・
調
査
と
個

人
情
報
保
護
の
取
扱
い
は
バ
ラ
ン
ス
が

必
要
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

議
員
が
指
摘
し
て
い
る
と
察
す
る
特

別
委
員
会
に
関
し
て
も
、
そ
の
権
限
は

「
自
治
体
の
事
務
」
を
調
査
す
る
と
い
う

法
律
の
範
囲
内
で
行
使
さ
れ
る
も
の
で
、

慎
重
か
つ
適
切
と
な
る
べ
き
も
の
で
す
。

　

事
業
者
の
個
別
情
報
ま
で
も
対
象
範

囲
と
な
る
権
限
を
越
権
し
た
審
査
・
調

査
は
決
し
て
あ
っ
て
な
ら
な
い
こ
と
で

す
し
、
行
政
運
営
は
法
令
規
範
を
遵
守

し
、
適
切
に
対
処
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

こ
れ
ま
で
も
議
会
の
ご
意
見
に
、
誠
実

か
つ
真
摯
に
対
応
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

一
方
で
「
個
人
情
報
」
に
関
し
て
「
利

用
目
的
の
範
囲
内
で
の
適
正
な
取
扱
い
」

「
必
要
最
小
限
の
収
集
及
び
利
用
」「
本

人
の
権
利
利
益
の
保
護
」を
踏
ま
え
、「
個

人
情
報
保
護
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ

き
適
切
か
つ
慎
重
に
対
処
し
て
い
ま
す
。

村
と
し
て
は
法
律
等
に
基
づ
き
対
処
し
、

判
断
し
か
ね
る
法
的
な
見
解
は
法
律
事

務
所
の
助
言
を
受
け
、
適
切
な
判
断
を

し
て
取
り
進
め
ま
す
。

　
「
検
証
」
は
法
治
の
も
と
行
政
運
営

し
関
係
者
の
権
利
を
害
す
る
こ
と
な
く
、

議
会
は
法
律
に
定
め
ら
れ
て
い
る
権
限

に
沿
い
、
村
政
の
チ
ェ
ッ
ク
が
果
た
さ

れ
る
こ
と
で
二
元
代
表
の
役
割
分
担
が

図
ら
れ
、
よ
り
良
い
村
政
運
営
が
担
保

さ
れ
る
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

②
検
証
可
能
性
を
担
保
す
る
制
度
設

計
　

議
会
が
中
身
を
検
証
で
き
な
い
事

業
に
税
金
を
投
入
す
る
こ
と
が
、
村

民
へ
の
誠
実
な
態
度
だ
と
は
思
え
ま

せ
ん
。
検
証
た
め
の
制
度
的
担
保
は
、

現
行
で
十
分
だ
と
お
考
え
で
し
ょ
う

か
？

　

例
え
ば
、
開
示
を
原
則
と
し
た
上

で
の
情
報
公
開
基
準
の
明
確
化
、
議

会
か
ら
調
査
依
頼
が
あ
っ
た
場
合
に

事
業
者
が
協
力
す
る
義
務
を
契
約
書

や
公
募
要
項
に
明
文
化
す
る
な
ど
、

能登　ゆう　議員

公
正
・
透
明
な

　
　
　
行
政
運
営
に
向
け
て

 議会だより
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6� 広報あかいがわ　2026.５.1

 議会だより

「
隠
さ
な
い
事
」
を
条
件
に
す
る
制
度

設
計
、
仕
組
み
づ
く
り
は
可
能
な
は

ず
で
す
。
運
用
を
そ
の
時
々
の
執
行

者
の
「
適
切
な
判
断
」
に
任
せ
て
し

ま
っ
て
は
、
た
と
え
今
は
何
事
も
な

く
と
も
、
将
来
に
不
安
を
残
す
と
考

え
ま
す
。

　
「
検
証
可
能
性
の
担
保
」
は
、
公
金

支
出
の
透
明
性
を
図
る
上
で
重
要
な
視

点
で
あ
る
と
私
も
思
い
ま
す
。
し
か
し
、

民
間
企
業
と
の
委
託
契
約
に
お
い
て
、

例
と
し
て
詳
細
な
利
益
構
造
ま
で
含
む

「
精
算
書
」
的
な
成
果
品
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て
は
、慎
重
な
判
断
が
必
要
で
す
。

　

第
一
に
、
民
間
経
営
へ
の
過
度
な
介

入
リ
ス
ク
で
す
。
議
員
が
求
め
る
こ
と

を
仮
に
条
件
に
し
て
過
度
な
情
報
開
示

を
義
務
付
け
れ
ば
、
自
由
経
済
の
原
則

に
反
し
、
本
来
必
要
の
な
い
企
業
情
報

等
の
公
開
な
ど
リ
ス
ク
を
嫌
う
優
良
企

業
の
参
入
意
欲
を
削
ぎ
、
競
争
が
働
か

ず
委
託
料
が
高
騰
し
、
公
共
サ
ー
ビ
ス

の
質
の
低
下
を
招
い
た
場
合
、
村
民
に

と
っ
て
も
不
利
益
と
な
り
ま
す
。

　

一
方
で
、
公
金
支
出
に
対
す
る
説
明

責
任
も
当
然
あ
り
ま
す
。 

私
の
考
え
は
、

企
業
が
蓄
積
し
た
ノ
ウ
ハ
ウ
や
資
源
・

知
的
財
産
の
提
供
を
受
け
、
支
払
っ
た

対
価
に
見
合
う
「
成
果
」
が
上
が
っ
た

か
を
評
価
す
べ
き
と
考
え
具
体
的
に
は
、

契
約
段
階
で
達
成
す
べ
き
指
標
（
Ｋ
Ｐ

Ｉ
）
を
明
確
化
し
、
事
業
終
了
後
に
は

「
い
く
ら
使
っ
た
か
」
と
い
う
コ
ス
ト
面

だ
け
で
な
く
、「
ど
の
よ
う
な
便
益
を
村

民
に
も
た
ら
し
た
か
」
と
い
う
成
果
報

告
な
ど
も
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
検
証

の
担
保
を
確
保
す
る
手
段
の
一
つ
と
考

え
ま
す
。

　

現
代
の
官
民
連
携
は
、
お
互
い
に
対

等
な
立
場
で
補
完
し
あ
い
よ
り
良
い
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
と
い
う
フ
ェ
ー
ズ

に
あ
り
ま
す
の
で
制
度
設
計
の
段
階
で

過
度
な
義
務
づ
け
を
し
な
い
こ
と
が
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
が
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

※
一
般
質
問
と
討
論
の
内
容
は
、
質
問

　

者
・
答
弁
者
が
自
ら
要
約
し
て
掲
載

　

し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
一
般
質
問
通
告
書
と
そ
の
答

　

弁
は
、
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

　

し
て
お
り
ま
す
の
で
詳
し
く
は
そ
ち

　

ら
を
ご
覧
下
さ
い
。

「村の燈レストラン」新オープン
～道の駅あかいがわ休館（キッチンメープル休業）に伴う移転臨時開店のご案内～
　平素より、有限会社恒志堂が運営する指定管理施設「村の燈」をご利用いただき誠にありがとうございます。
　この度、道の駅あかいがわ休館に伴い、新たに「村の燈レストラン」を臨時開店する運びとなりました。運営スタッ
フはキッチンメープルでお馴染みのメンバーです。引き続き皆様に心温まるお食事を提供し、再び、道の駅あかい
がわへ戻れるようにスタッフ一同頑張ってまいります。

　地元の食材を活かした、新ご当地名物「赤井川バーガー」をはじめ、キッチ
ンメープルでも大人気のメニューや、赤井川の魅力を感じられる季節のメニュー
を取り揃えてまいりますので、ぜひ、村民皆様のご来店と応援を心よりお待ち
しております。

■営業時間
　10：00～17：00
■定休日
　不定休
■住所
　北海道余市郡赤井川村字常盤443-1
■お問い合わせ
　メールアドレス　akvillagehokkaido@gmail.com
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7 広報あかいがわ　2026.５.1

　「赤井川村の寄付額を伸ばすために戦略会議をしたい」（全村民対象）
皆さんこんにちは、私は昨年8月に赤井川村に来て、初めて「ふるさと納税」という分野に触れ、頭がパンク
した川口です。
　普通に生きていると「ふるさと納税」というものに向き合う時間はほとんどないですよね。
　ただ、今ではこの制度は、節税効果と共に、地域の魅力、延いては日本の魅力を再確認でき、経済循環
も促せるとても合理的で多方面にポジティブな影響をもたらすことが可能な大変面白い制度だと感じていま
す。
　そんなふるさと納税制度を使用しているか、たまたま少し前に東大院卒の方とお話しする機会があったの
で、興味本位で聞いてみたところ「やっていない、やり方がわからない」という返答を貰いました。果たして
これは真実でしょうか。私は「わからない」のではなく、「知らない」、もっというと「知る機会がない」のが真
相だと思います。
　つまり、一つの仮説として「ふるさと納税制度を知る機会」を提供できれば、赤井川村の寄付額を伸ばせる”
可能性”がある。そう感じます。
　このように、あらゆる可能性を模索する時間が今は必要だと思います。
　冒頭にあるように、私はまだ赤井川村に来て1年足らずでこの村のことを熟知してはいません。書類やweb
上ではいろいろ調べましたが、あくまで机上論。例え信憑性が薄くとも、実際に赤井川村で生活を積み重ね、
歴史を共にしてきた方々の肉声の方が、私は温度があり”可能性”を秘めていると思っています。
　「昔の赤井川村はここが良かった」、「こんな事をして盛り上がっていた」、「今の赤井川はここがダメだ！」な
どなど、屈託の無い素直な村民の気持ち、お声をぜひ聞かせてもらえたらと思います。
　もちろん、「ふるさと納税でこんな事をやってみてはどうか？」という提案でも構いません。できること、
できないことは当然ありますが、皆様からいただいたお声は全て読ませていただき、今後の活動に活かします。
※お声は下記のQRコード（左）もしくは、赤井川村役場産業課地域おこし協力隊「川口」までお願いします。
口頭でも、紙に書いたものでも、おすすめの赤井川村の事を知ることができる雑誌を持ってくるなど、どん
な形でも嬉しいです！
　今はふるさと納税に直接的な関わりがなくとも、村の歴史を知り、理解することで、その中にある「村民
にとっては当たり前化しているが、よそ者視点で見ると興味を引く魅力」を見つけることができ、それが後に「赤
井川村のふるさと納税の寄付額増加」に影響してくると思います。
　ゆくゆくは、こう言った話ができる場を作れればとも思っていますので、ご興味を持たれた方はぜひ下記の
QRコード（右）の村の公式LINEも追加してもらえれば幸いです。
　最後まで読んでいただきありがとうございました！

　①「村民の声」（匿名）　　　　　　　　　　　　　　②「村の公式LINE」

地域おこし協力隊活動報告日誌
　No.36　地域おこし協力隊　川口　達也
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8� 広報あかいがわ　2026.５.1

　今年は、ぞう組４名のこども達が修了式を迎えます。
　３月には、席替えをしたりお楽しみ会でやりたいことを考えたり…
保育所のこども全員での思い出づくりを、ぞう組さんの意見を取り入
れて過ごしました。
　保育所を旅立つ気持ちをみんなでそろえて迎えた当日。
　修了児は、緊張しながらも修了証書をうけとり、在所児とプレゼ
ント交換をしたり、歌を贈ったり、保育所職員お手製思い出のムー
ビーをみんなで観たりと、修了児の個性と笑顔があふれる時間とな
りました。
　修了児ひとりひとりが、在所児のお手本や、あこがれの存在になっ
ていき、いつの日からか、ぞう組さんの周りはいつもお友達でいっ
ぱいだった１年。
　小学校へ行っても４名のみなさんの活躍を保育所職員一同、応
援しています！

赤井川へき地保育所修了式
2026.3.27 赤井川へき地保育所

　３月25日（水）に赤井川村悠楽学園大学の修業式が行われました。
　悠楽学園大学は村内の65歳以上を対象に健康づくりや生涯学習を通じて、いきいきとした生活や参加者同士
の交流を深めることを目的に開催している取り組みです。
　式典では修業生代表者へ修学証書が授与されるとともに、１年間の学びを振り返りました。また馬場村長（学
校長）より式辞が述べられたほか、岩井議長、幸田駐在所長よりご祝辞をいただき、悠楽会の阿部会長から謝
辞が述べられました。
　修業生から１年を通した取り組みの中で特に印象に残ったのが後志トンネル工事見学会、みんなで作ったカレー
を保育所のこどもたちと食べたカレーづくり交流会という声があがっていました。
＜１年間のあゆみ＞
・５月　開校式　　　　　　　　　　　　・11月　保健推進委員レクレーション
・６月　日本茶講和・試飲体験会　　　　 ・12月　そば打ち体験会
・７月　金融犯罪防犯対策教室　　　　　・ １月　多世代交流会（保育園児発表）
・８月　リアル野球盤大会　　　　　　　  ・ ２月　カレーづくり交流会
・９月　後志トンネル工事見学会　　　　　・ ３月　修業式
・10月　宿泊研修

悠楽学園大学修業式
2026.3.25　健康支援センター
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9 広報あかいがわ　2026.５.1

Topics

　４月７日（火）、赤井川小学校で入学式が執り行われました。
　６名の新入生が笑顔で入場し、緊張よりもこれからの学校生活にワクワクしているように見えました。
　式の中では、座っている姿勢も良く、呼ばれた時は大きな声で元気に返事をしていて、立派な姿見せてくれました。
　これから学習中心の生活に変わりますが、勉強以外にも行事など沢山の楽しいことが待っています。学校にい
るお兄さんお姉さんの姿を見ながら成長し、楽しい学校生活を送ってください。
　ご入学おめでとうございます。

赤井川小学校入学式
2026.4.7　赤井川小学校

　４月７日（火）、赤井川中学校で入学式が執り行われました。
　新しい制服に身を包まれた新入生の入場では、表情や歩き方から緊張しているように見えました。
　新入生代表挨拶で東夏音さんは「勉強、部活動、友達や先輩との関係の三つを頑張りたい」と中学校生活の
抱負を語ってくれました。
　小学校の頃と比べると学校の生活環境が大きく変わりますが、３年間という限られた時間を楽しく充実した時
間にできるよう、精一杯頑張ってください！
　新入生のみなさん、ご入学おめでとうございます。

赤井川中学校入学式
2026.4.7　赤井川中学校

　役場会議室において、4月から赤井川村の小中学校に新しく赴任
される先生方への辞令交付式が行われました。辞令交付の後、赤
井川村を代表して、根井教育長から挨拶がありました。その後、赤
井川中学校の赤松教頭から歓迎のお言葉をいただきました。赴任
される先生を代表して、赤井川中学校の小関校長から挨拶をいただ
き、式終了後には一人ひとり、自己紹介をしてもらいました。
　今年度は赴任８名の先生が赴任しました。赤井川村の子供たち
のために皆さんのお力をおかしください。

転入教職員辞令交付式
2026.4.2 赤井川村役場
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10� 広報あかいがわ　2026.５.1

　健康支援センターのホールにフードモデルを展示し
ます。期間：５月19日（火）～５月29日（金）
村の健康課題である“塩分摂取量が多い（１日７ｇ以
上が約７割）”の改善に向けて、食品に含まれる塩分が
一目でわかるもの展示や、バランスのよい食事のとり
方がわかる四群法をご紹介します。ぜひ、ご覧ください。

　　

４
月
の
住
民
健
診
・
が
ん
検

診
の
結
果
を
保
健
師
か
ら
お
伝

え
し
ま
す
。
対
象
の
方
に
は
、

健
診
結
果
が
届
き
次
第
、
個
別

に
案
内
を
送
付
い
た
し
ま
す
の

で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
お
問

い
合
わ
せ
は
、
健
康
支
援
セ
ン

タ
ー
保
健
師
ま
で
お
願
い
し
ま

す
。

■
期
間

　
5
月
25
日（
月
）～
５
月
29
日（
金
）

■
場
所

　

健
康
支
援
セ
ン
タ
ー

■
お
問
い
合
わ
せ

　

保
健
福
祉
課
保
健
福
祉
係

　

℡
３
５

－

２
０
５
０

　

５
月
17
日
は
高
血
圧
の
日

で
す
。
高
血
圧
（
家
庭
血
圧

１
３
５
／
85
m
m
H
g
以
上
）

は
、
サ
イ
レ
ン
ト
キ
ラ
ー
と
呼

ば
れ
、
自
覚
症
状
が
な
い
こ
と

が
多
い
で
す
。
高
血
圧
か
ど
う

か
を
知
る
た
め
に
は
、
家
庭
で

の
血
圧
測
定
が
有
効
で
す
。

【
血
圧
の
測
り
方
の
ポ
イ
ン
ト
】

・
起
床
後
（
ト
イ
レ
を
済
ま
せ
、

　

朝
食
前
、
薬
を
飲
む
前
）、
就

　

寝
前
に

・
椅
子
に
座
り
、
1
～
２
分
安

　

静
に
し
て
か
ら

・
で
き
れ
ば
２
回
測
定
し
、
記

　

録
す
る
。

　

赤
井
川
村
の
健
診
結
果
で
は
、

正
常
血
圧
（
１
２
０
／
80
ｍ
ｍ

Ｈ
ｇ
未
満
）
を
超
え
る
方
が
約

半
数
と
多
い
で
す
。
正
常
血
圧

に
保
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
脳
梗

塞
や
心
筋
梗
塞
の
リ
ス
ク
を
低

く
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

ず
は
、
普
段
の
血
圧
が
ど
れ
く

ら
い
な
の
か
測
っ
て
み
て
く
だ

さ
い
。
自
宅
に
血
圧
計
が
な
い

方
は
、
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー
に

設
置
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
越

し
に
な
っ
た
際
に
は
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
血
圧
手
帳
を
ご
希
望

の
方
は
、
保
健
師
ま
で
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

　

赤
井
川
村
で
暮
ら
す
「
高
齢

者
の
方
の
皆
さ
ん
の
総
合
相
談

窓
口
」
と
し
て
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

　

高
齢
者
ご
本
人
様
、
ご
家
族

様
、
地
域
の
皆
様
、
ど
な
た
か

ら
の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
（
４
８

－

５
２
０
５
）

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
来
所
、
お
電
話
、
訪
問
ど
れ

　

で
も
対
応
い
た
し
ま
す
。

※
平
日
に
限
り
ま
す
。

健
診
結
果
説
明
会

高
血
圧
の
日
赤
井
川
村
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
は
高
齢
の
方

の
総
合
相
談
窓
口
で
す

　　

余
市
町
に
あ
る
地
域
活
動
支

援
セ
ン
タ
ー
リ
カ
バ
リ
ー
し
り

べ
し
は
、
障
が
い
や
病
気
、
ひ

き
こ
も
り
、
不
登
校
な
ど
の
生

き
づ
ら
さ
を
抱
え
て
い
る
方
を

対
象
に
、
創
作
活
動
や
余
暇
活

動
、
仲
間
づ
く
り
や
地
域
交
流

な
ど
、
お
一
人
お
ひ
と
り
に
合

わ
せ
た
活
動
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
立
と
回
復

の
た
め
の
第
一
歩
を
応
援
し
て

い
ま
す
。

　

５
月
に
当
事
業
所
の
メ
ン
バ

ー
さ
ん
と
ス
タ
ッ
フ
が
、
赤
井

川
村
に
伺
い
、
こ
の
地
域
で
生

活
し
て
い
る
当
事
者
の
方
と
お

し
ゃ
べ
り
し
た
り
、
好
き
な
活

動
を
い
っ
し
ょ
に
し
た
り
す
る

「
出
張
交
流
会
」（
共
生
型
地
域

交
流
サ
ロ
ン
）
を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
「
出
張
リ
カ
バ
リ
ー
し

り
べ
し
」
は
、
当
事
者
同
士
の

新
た
な
仲
間
づ
く
り
や
居
場
所

づ
く
り
だ
け
で
な
く
、
障
が
い

や
病
気
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、

同
じ
地
域
で
暮
ら
す
村
民
同
士

が
気
軽
に
集
い
、
交
流
を
通
じ

て
、
相
互
理
解
を
深
め
る
た
め

の
場
に
な
る
こ
と
を
意
図
し
て

開
催
し
ま
す
。

　

気
持
ち
を
共
有
で
き
る
人
と

お
し
ゃ
べ
り
し
た
い
方
、
居
場

所
で
色
々
な
人
た
ち
と
交
流
し

た
い
方
、
リ
カ
バ
リ
ー
し
り
べ

し
が
ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
る

か
を
知
り
た
い
方
な
ど
、
こ
の

機
会
に
少
し
の
ぞ
い
て
み
ま
せ

ん
か
？
み
な
さ
ま
の
ご
参
加
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
日
時

　

５
月
14
日
（
木
）

　

13
時
15
分
～
15
時
15
分

　

※
出
入
り
自
由
で
す
。

■
場
所

　

赤
井
川
村
健
康
支
援
セ
ン
タ

　

ー
悠
楽
室

■
参
加
費

　

無
料

■
参
加
対
象

　

障
が
い
や
病
気
、
ひ
き
こ
も

　

り
、
不
登
校
な
ど
生
き
づ
ら

　

さ
を
抱
え
て
い
る
方
と
そ
の

　

家
族
、
ま
た
は
、
村
民
同
士

　

で
気
軽
に
集
ま
り
交
流
し
た

　

い
地
域
住
民
の
方

■
内
容

　

自
己
紹
介
・
リ
カ
バ
リ
ー
し

　

り
べ
し
の
紹
介
、
お
し
ゃ
べ

　

り
な
ど

※
申
し
込
み
不
要
で
す
。
当
日

　

会
場
に
お
越
し
下
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

○
保
健
福
祉
課
保
健
福
祉
係

　

℡
３
５

－

２
０
５
０

○

N
P
O
法
人
し
り
べ
し
圏
域

　

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
地
域
活

　

動
支
援
セ
ン
タ
ー
リ
カ
バ
リ

　

ー
し
り
べ
し

　

余
市
町
黒
川
町
10
丁
目
1
番

　

地
26

　

℡
２
３

－

７
３
６
０

「
出
張
リ
カ
バ
リ
ー
し
り
べ
し
」

開
催
の
お
知
ら
せ
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５
月
31
日
は
「
世
界
禁
煙
デ

ー
」、
５
月
31
日
か
ら
６
月
６

日
は
「
禁
煙
週
間
」
で
す
。
た

ば
こ
の
煙
は
、
吸
う
人
だ
け
で

な
く
、
こ
ど
も
を
含
む
周
囲
の

人
の
健
康
に
も
影
響
が
あ
り
ま

す
。
特
に
伸
び
盛
り
の
こ
ど
も

は
、
受
動
喫
煙
の
影
響
を
受
け

や
す
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

ど
も
の
健
康
を
守
る
た
め
、
喫

煙
が
可
能
な
飲
食
店
の
利
用
は

避
け
、
禁
煙
の
店
舗
を
選
ぶ
こ

と
が
重
要
で
す
。
こ
の
機
会
に
、

た
ば
こ
と
健
康
に
つ
い
て
改
め

て
見
つ
め
直
し
、
こ
ど
も
を
受

動
喫
煙
か
ら
守
る
行
動
を
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

北
海
道
倶
知
安
保
健
所
企
画

　

総
務
課
企
画
係

　

℡
０
１
３
６

－

２
３

－

１
９
５
２

健康支援センターだより

世
界
禁
煙
デ
ー

禁
煙
週
間
の
お
知
ら
せ

ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ

プ
２
０
２
６
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア

ス
キ
ー
選
手
権
大
会

と　

き　

３
月
６
日
～
９
日

と
こ
ろ　

な
よ
ろ
健
康
の
森
ク

　
　
　
　

ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ

　
　
　
　

ー
ス

成　

績

【
中
学
２
年
女
子
ク
ラ
シ
カ
ル
】

▽
24
位　

小
林　

ゆ
め

【
中
学
２
年
女
子
フ
リ
ー
】

▽
19
位　

小
林　

ゆ
め

第
38
回
音
威
子
府
ジ
ュ
ニ
ア
ク

ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
大
会

と　

き　

３
月
22
日

と
こ
ろ　

チ
セ
ネ
シ
リ
ク
ロ
ス

　
　
　
　

カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス

成　

績

【
幼
児
男
子
】

▽
１
位　

山
口　

虹
龍

【
幼
児
女
子
】

▽
2
位　

栁
澤　

茉
依

【
小
学
１
年
男
子
】

▽
１
位　

井
村　

保
登

【
小
学
３
年
男
子
】

▽
３
位　

能
登　

奏
太

【
小
学
３
年
女
子
】

▽
１
位　

石
橋
い
さ
な

▽
２
位　

栁
澤　

芽
依

【
小
学
６
年
女
子
】

▽
１
位　

佐
々
木　

心

▽
３
位　

能
登
た
ま
き

【
小
学
６
年
男
子
】

▽
８
位　

山
口　

渓
心

▽
10
位　

石
橋　

開
道

【
中
学
女
子
】

▽
７
位　

小
林　

ゆ
め

■
日
時

　

５
月
20
日
（
水
）
13
時
～
16
時

■
場
所

　

余
市
町
中
央
公
民
館
（
余
市
町

　

大
町
４
丁
目
１
４
３
番
地
）

　

℡
２
３

－

５
０
０
１

※
ご
利
用
さ
れ
る
方
は
、
事
前

　

に
必
ず
余
市
町
役
場
へ
ご
連

　

絡
願
い
ま
す
。

　
（
℡
２
１

－

２
１
１
１
）

ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ

ニ
ュ
ー
ス

ニ
ュ
ー
ス

各
種
大
会
の
結
果

無
料
法
律
相
談
所
の
開
設

　

村
で
は
、
小
型
家
電
リ
サ
イ

ク
ル
法
の
認
定
事
業
者
で
あ
る

リ
ネ
ッ
ト
ジ
ャ
パ
ン
リ
サ
イ
ク

ル
（
株
）
と
協
定
を
締
結
し
、

家
庭
で
不
用
と
な
っ
た
パ
ソ
コ

ン
の
宅
配
便
に
よ
る
無
料
回
収

を
行
っ
て
い
ま
す
。
利
用
方
法

は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

①
リ
ネ
ッ
ト
ジ
ャ
パ
ン
リ
サ
イ

　

ク
ル
（
株
）
の
Ｈ
Ｐ
ま
た
は

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
専
用
申
込
書
で
申
し

　

込
み
ま
す
。

②
パ
ソ
コ
ン
内
の
デ
ー
タ
は
ご

　

自
身
で
消
去
し
て
く
だ
さ
い
。

③
パ
ソ
コ
ン
本
体
を
含
む
ダ
ン

　

ボ
ー
ル
１
箱
分
の
回
収
料
金

　

が
無
料
で
す
。（
モ
ニ
タ
ー

　

や
プ
リ
ン
タ
ー
な
ど
の
周
辺

　

機
器
、
そ
の
他
の
小
型
家
電

　

も
一
緒
に
梱
包
可
能
で
す
。）

　

詳
し
く
は
、
リ
ネ
ッ
ト
ジ
ャ

パ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
（
株
）
の
Ｈ

Ｐ
ま
た
は
お
客
様
セ
ン
タ
ー
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

・
リ
ネ
ッ
ト
ジ
ャ
パ
ン
リ
サ
イ

　

ク
ル
（
株
）
Ｈ
Ｐ

　

https://w
w

w
.renet.jp

・
リ
ネ
ッ
ト
ジ
ャ
パ
ン
リ
サ
イ

　

ク
ル
（
株
）
お
客
様
セ
ン
タ
ー

　

℡
０
５
７
０

－

０
８
５

－

８
０
０

家
庭
で
不
用
に
な
っ
た
パ
ソ

コ
ン
を
無
料
回
収
し
ま
す
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住
宅
用
火
災
警
報
器
に
つ
い

て
皆
さ
ん
は
ご
存
じ
で
し
ょ
う

か
？

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
消

防
法
に
よ
り
全
て
の
住
宅
に
設

置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ

れ
て
お
り
、
火
災
に
よ
る
煙
や

熱
を
感
知
し
て
音
声
や
ブ
ザ
ー

音
で
火
災
の
発
生
を
警
報
す
る

も
の
で
す
。
そ
れ
で
は
、
実
際

に
住
宅
用
火
災
警
報
器
に
つ
い

て
の
疑
義
に
つ
い
て
以
下
を
ご

参
照
下
さ
い
。　
　

Q
ど
こ
に
取
り
付
け
れ
ば
い
い

　

の
で
す
か
？

A
寝
室
と
、
寝
室
が
あ
る
階
の

　

階
段
上
部
に
設
置
し
ま
し
ょ

　

う
。

Q
設
置
さ
れ
て
い
る
け
ど
作
動

　

確
認
は
必
要
な
の
で
す
か
？	

A
「
い
ざ
」
と
い
う
時
に
き
ち

　

ん
と
作
動
す
る
よ
う
、
日
頃

　

か
ら
作
動
確
認
（
年
2
回
程

　

度
）
と
お
手
入
れ
を
し
て
お

　

き
ま
し
ょ
う
。
警
報
器
に
は

　

2
種
類
の
タ
イ
プ
が
あ
り
ボ

　

タ
ン
を
押
す
タ
イ
プ
と
ひ
も

　

を
引
く
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。

　

正
常
に
作
動
す
れ
ば
→　

ピ

　

ー
ピ
ー
正
常
で
す
（
一
例
）

　

警
報
器
が
鳴
ら
な
い
場
合
は
、

　

電
池
が
切
れ
て
い
る
か
故
障

　

し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま

　

す
。

Q
ど
ん
な
時
に
取
り
替
え
た
ら

　

よ
い
の
で
す
か
？

A
住
宅
用
火
災
警
報
器
に
も
寿

　

命
が
あ
る
の
で
10
年
を
目
安

　

に
交
換
を
検
討
す
る
か
日
常

　

作
動
確
認
に
よ
り
正
常
に
作

　

動
し
な
け
れ
ば
交
換
を
し
ま

　

し
ょ
う
。		



※
何
か
ご
不
明
な
点
が
あ
る
方

　

は
、
左
記
ま
で
問
い
合
わ
せ

　

下
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

赤
井
川
消
防
署
予
防
係

　

℡
０
１
３
５

－

３
４

－

６
０
３
３

　

あ
な
た
が
被
害
者
に
な
ら
な

い
一
番
の
方
法
は
ヒ
グ
マ
に
遭

わ
な
い
こ
と
で
す
。

　

ヒ
グ
マ
に
よ
る
人
身
被
害
は
、

特
に
「
春
」
と
「
秋
」
に
多
く

発
生
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
元
年
か
ら
の
ヒ
グ
マ
に

よ
る
人
身
被
害
に
関
し
て
月
別

で
み
る
と
、
10
月
に
次
い
で
、

４
月
、
５
月
に
被
害
が
多
く
発

生
し
て
い
ま
す
。

　

要
因
と
し
て
、
春
は
「
山
菜

採
り
」
で
秋
は
「
キ
ノ
コ
採
り
」

な
ど
、
人
間
が
山
野
に
入
る
機

会
が
多
い
季
節
で
あ
る
こ
と
に

加
え
、
ヒ
グ
マ
も
冬
眠
明
け
や

冬
眠
を
控
え
て
、
と
も
に
餌
を

求
め
て
活
発
に
活
動
す
る
た
め

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

事
前
に
ヒ
グ
マ
の
出
没
情
報

を
確
認
す
る
な
ど
、
正
し
い
知

識
を
持
ち
、
ヒ
グ
マ
に
よ
る
人

身
被
害
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

　

道
内
で
は
雪
解
け
後
、
山
菜

採
り
遭
難
が
多
発
す
る
こ
と
か

ら
、
次
の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

・
行
き
先
を
家
族
に
伝
え
る

・
慣
れ
た
山
で
も
油
断
し
な
い

・
単
独
で
の
入
山
を
避
け
る

・
目
立
つ
色
の
服
装
を
着
用
す

　

る
・
携
帯
電
話
や
ホ
イ
ッ
ス
ル
を

　

携
行
す
る

　

北
海
道
に
お
い
て
、
令
和
６

年
中
に
発
生
し
た
自
転
車
乗
車

中
の
人
身
交
通
事
故
の
う
ち
約

６
割
の
事
故
は
、
自
転
車
側
に

も
法
令
違
反
が
あ
り
ま
し
た
。

　

自
転
車
は
幅
広
い
世
代
で
利

用
さ
れ
る
手
軽
な
乗
り
物
で
す

が
、
道
路
交
通
法
で
は
「
車
両
」

に
分
類
さ
れ
ま
す
。

　

悲
惨
な
交
通
事
故
を
１
件
で

も
発
生
さ
せ
な
い
た
め
に
、
自

転
車
に
乗
車
す
る
皆
さ
ん
は
ド

ラ
イ
バ
ー
と
し
て
、
信
号
や
一

時
停
止
、
歩
行
者
優
先
な
ど
、

交
通
ル
ー
ル
を
し
っ
か
り
守
り
、

交
通
事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ

う
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置

余
市
警
察
署
だ
よ
り

山
菜
採
り
遭
難
の
防
止

目
先
の
収
穫
よ
り
安
全
第
一

春
に
限
ら
ず
５
月
も

ヒ
グ
マ
に
要
注
意

自
転
車
は
免
許
が
な

く
て
も
ド
ラ
イ
バ
ー

◆◇赤井川村SOSネットワーク◇◆

　 高齢者がいなくなったことに気づいたらすぐ
に余市警察署へご連絡ください。
　 「高齢者の行方不明が発生した」と伝えてく
ださい。

Tel　０１３５―２２―０１１０
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■
優
良
運
転
者
講
習
（
30
分
）

　

５
月
８
日（
金
）
15
時
30
分

　

５
月
21
日（
木
）
14
時
30
分

■
一
般
運
転
者
講
習（
１
時
間
）

　

５
月
21
日（
木
）
13
時

■
違
反
講
習
・
初
回
講
習（
２
時
間
）

　

５
月
８
日（
金
）
13
時

※�

会
場
は
全
て
余
市
町
中
央
公

民
館
で
す
。

※
余
市
警
察
署
で
免
許
更
新
を
行

　

う
場
合
、
新
免
許
証
は
約
40
日

　

後
に
警
察
署
で
の
交
付
と
な
り

①
更
新
手
続
き
（
視
力
検
査
、

　

書
類
作
成
、手
数
料
の
納
付
）

②
更
新
時
講
習
受
講

③
新
免
許
証
の
交
付

の
順
番
で
手
続
き
を
行
い
ま
す
。

※
免
許
証
の
有
効
期
限
内
に
更

　

新
手
続
き
と
講
習
の
受
講
が

　

終
了
し
て
い
な
い
場
合
、
免

　

許
は
失
効
し
ま
す
。

※
講
習
会
場
設
営
準
備
な
ど
受

　

講
人
数
の
把
握
の
た
め
受
講

　

希
望
日
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

※
受
講
に
あ
た
っ
て
は
、
係
員

　

の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
更
新
手
続
き
に
あ
た
っ
て
は
、

　

お
手
元
に
届
い
た
運
転
免
許

　

証
更
新
連
絡
書
の
内
容
を
確

　

認
し
、
ご
不
明
な
点
は
は
左

　

記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　

さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

余
市
警
察
署
交
通
課

　

℡
０
１
３
５

－

２
２

－

０
１
１
０

　

陸
・
海
・
空
自
衛
隊
に
は
、

車
両
・
船
、
飛
行
機
を
扱
う
職

種
が
１
０
０
種
類
以
上
あ
り
ま

す
。

　

試
験
内
容
・
イ
ベ
ン
ト
案
内

及
び
各
種
個
別
説
明
な
ど
詳
し

く
は
、
小
樽
地
域
事
務
所
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
試
験
期
日

・
１
次

　

６
月
13
日
（
土
）（
飛
行
（
海
）

　

の
み
14
日
（
日
）
も
実
施
）

・
２
次

　

７
月
25
日（
土
）～
31
日（
金
）

・
３
次

　

９
月
３
日（
木
）～
７
日（
月
）

　
（
飛
行
（
海
）
の
み
）

■
応
募
資
格

　

22
歳
以
上
26
歳
未
満

■
受
付
期
間

　
４
月
22
日（
水
）～
６
月
５
日（
金
）

　

※
飛
行
（
空
）
を
除
く

■
試
験
内
容

　

筆
記
試
験
、
適
正
検
査
、
口

　

述
試
験
、
身
体
検
査
等

【
幹
部
候
補
曹
】

※
同
一
試
験
で
幹
部
候
補
生
と

　

重
複
受
験
可

■
応
募
資
格

　

20
歳
以
上
33
歳
未
満

■
試
験
期
日

・
１
次

　

６
月
13
日
（
土
）

・
２
次

　

７
月
25
日（
土
）～
31
日（
金
）

【
一
般
曹
候
補
生
・
２
等
陸
・
海
・
空
士
】

■
応
募
資
格

　

18
歳
か
ら
33
歳
未
満

■
受
付
期
間

　

お
問
合
せ
く
だ
さ
い

■
試
験
内
容

　

筆
記
試
験
、
適
正
検
査
、
口

　

述
試
験
、
身
体
検
査
等

■
お
問
い
合
わ
せ

　

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部

　

小
樽
地
域
事
務
所

　
（
９
時
～
17
時
30
分
）

　

小
樽
市
稲
穂
２

－

２
２

－

４

　

樽
石
ビ
ル
２
Ｆ

　

℡
０
１
３
４

－

２
２

－

５
５
２
１

※
土
日
祝
日
を
希
望
さ
れ
る
方

　

は
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

令
和
８
年
５
月
28
日（
予
定
）

か
ら
新
た
な
防
災
気
象
情
報
の

運
用
を
開
始
し
ま
す
。

　

自
治
体
が
発
令
す
る
避
難
情

報
や
気
象
庁
か
ら
発
表
さ
れ
る

防
災
気
象
情
報
は
、
住
民
が
と

る
べ
き
行
動
を
直
感
的
に
理
解

し
や
す
く
な
る
よ
う
、
５
段
階

の
「
警
戒
レ
ベ
ル
」
を
付
記
し

て
発
表
さ
れ
ま
す
。

　

特
に
「
レ
ベ
ル
３
」
は
、
高

齢
者
な
ど
避
難
に
時
間
が
か
か

る
人
は
避
難
を
、「
レ
ベ
ル
４
」

は
全
員
が
避
難
す
る
タ
イ
ミ
ン

グ
で
あ
る
こ
と
を
意
識
し
ま
し

ょ
う
。
ま
た
、「
レ
ベ
ル
５
」
は

す
で
に
命
の
危
険
が
迫
っ
て
い

る
状
態
で
す
。

　

警
戒
レ
ベ
ル
３
や
警
戒
レ
ベ

ル
４
に
相
当
す
る
防
災
気
象
情

報
が
発
表
さ
れ
た
際
に
は
、
キ

キ
ク
ル
（
気
象
庁
Ｈ
Ｐ
）
な
ど

で
情
報
を
確
認
し
、
早
め
の
行

動
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

※
キ
キ
ク
ル
（
気
象
庁
Ｈ
Ｐ
）

※
川
の
防
災
情
報
（
国
土
交
通

　

省
）

※
新
た
な
防
災
気
象
情
報
に
関

　

す
る
特
設
ペ
ー
ジ
（
気
象
庁

　

Ｈ
Ｐ
）

各
種
自
衛
官
等
募
集

避
難
の
タ
イ
ミ
ン
グ

は
レ
ベ
ル
で
判
断
！

運
転
免
許
更
新
時
講
習

　

国
民
年
金
基
金
は
、
国
民
年

金
に
上
乗
せ
し
て
加
入
し
、
税

制
優
遇
を
受
け
な
が
ら
掛
金
を

積
立
て
、
老
後
に
よ
り
充
実
し

た
年
金
を
受
取
る
こ
と
が
で
き

る
公
的
な
年
金
で
す
。

■
そ
の
特
徴
は

〇
掛
金
が
全
額
「
社
会
保
険
料

　

控
除
」
で
、
受
け
取
る
年
金

　

も
「
公
的
年
金
等
控
除
」
の

　

対
象
で
す
。

〇
受
け
取
る
年
金
は
、
終
身
が

　

基
本
で
一
生
変
動
し
ま
せ
ん
。

〇
万
が
一
の
時
は
ご
遺
族
に
一

　

時
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。（
遺

　

族
保
証
の
な
い
Ｂ
型
も
選
べ

　

ま
す
）

〇
掛
金
は
、
加
入
時
の
年
齢
で

　

一
定
で
変
動
し
ま
せ
ん
。

■
加
入
で
き
る
方
は

〇
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険

　

者
（
基
金
加
入
時
に
、
保
険

　

料
免
除
・
納
付
猶
予
の
方
を

　

除
き
ま
す
）

〇
国
民
年
金
の
任
意
加
入
者　

　
（
60
歳
～
65
歳
未
満
の
方
や

　

会
在
住
の
方
）
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

国
民
年
金
基
金
北
海
道
支
部

　

℡
０
１
２
０

－

６
５

－

４
１
９
２

国
民
年
金
基
金
の

お

知

ら

せ
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INFORMATION

INFO
RMA

TION

INFO
RMA

TIONお知らせ
伝言板

　

犬
の
登
録
及
び
狂
犬
病
予
防
注
射
は
、
法
律
に
よ
り
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
左
記
の
と
お
り
巡
回
し
ま
す
の
で
、
お
近

く
の
実
施
場
所
ま
で
飼
い
犬
と
一
緒
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

犬
の
登
録
・
狂
犬
病
予
防
注
射
の
日
程

実
　
施
　
時
　
間

実
　
施
　
場
　
所

10
時
00
分
～
10
時
20
分

日
ノ
出
集
会
所
前

10
時
35
分
～
10
時
45
分

二
池
田
集
会
所
前

11
時
05
分
～
11
時
10
分

旭
丘
集
会
所
前

11
時
25
分
～
12
時
15
分

赤
井
川
村
役
場
裏
公
用
車
車
庫

13
時
30
分
～
13
時
40
分

山
中
純
孝
宅
前

14
時
05
分
～
14
時
15
分

都
住
民
セ
ン
タ
ー
駐
車
場

14
時
20
分
～
14
時
30
分

曲
川
集
会
所
前

◇
実
施
日　

令
和
８
年
５
月
29
日
（
金
）

※
既
に
登
録
さ
れ
て
い
る
飼
い
主
の
方
に
は
、
個
別
に
案
内
を
発
送

　

致
し
ま
す
。

※
予
防
注
射
料
金
は
、
１
頭
に
つ
き
３
，
２
４
０
円
で
す
。
新
規
に

　

登
録
を
さ
れ
る
方
は
、
１
頭
に
つ
き
、
３
，
０
０
０
円
の
登
録
手

　

数
料
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
あ
わ
せ
て
ご
用
意
願
い
ま
す
。
料
金

　

に
つ
い
て
は
、
つ
り
銭
の
い
ら
な
い
様
ご
協
力
願
い
ま
す
。

※
当
日
実
施
で
き
ず
、
か
か
り
つ
け
の
動
物
病
院
等
で
予
防
接
種
を

　

受
け
た
場
合
は
、
病
院
か
ら
発
行
さ
れ
た
証
明
書
を
役
場
住
民
課

　

衛
生
係
に
提
出
し
、
注
射
済
票
の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
注

　

射
済
票
の
交
付
に
は
５
５
０
円
の
手
数
料
が
か
か
り
ま
す
の
で
、

　

ご
用
意
願
い
ま
す
。

※
登
録
及
び
注
射
を
受
け
た
犬

　

で
あ
っ
て
も
放
し
飼
い
を
し

　

た
場
合
は
野
犬
と
み
な
さ
れ
、

　

処
分
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

絶
対
に
放
し
飼
い
を
し
な
い

　

よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
致
し

　

ま
す
。

※
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た

　

ら
、
役
場
住
民
課
衛
生
係

　
（
℡
４
８

－

６
２
７
８
）
ま

　

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

飼
い
主
の
皆
様
へ
お
願
い

　

最
近
、
飼
い
主
の
マ
ナ
ー
に

つ
い
て
、
何
件
か
ご
連
絡
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
以
下

の
３
点
に
つ
い
て
、
再
度
ご
確

認
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
犬
の
散
歩
を
す
る
と
き
は

　

必
ず
リ
ー
ド
を
つ
け
ま
し

　

ょ
う
！

●
フ
ン
の
後
始
末
は
飼
い
主

　

の
義
務
で
す
。
必
ず
飼
い

　

主
が
後
始
末
を
行
い
ま
し

　

ょ
う
！

●
犬
の
放
し
飼
い
は
絶
対
に

　

や
め
ま
し
ょ
う
！

月
額
１
７
，
５
１
０
円

　
　
　
　
（
～
令
和
８
年
３
月
）

　
　
　
　

↓

月
額
１
７
，
９
２
０
円

　
　
　
　
（
令
和
８
年
４
月
～
）

　

20
歳
か
ら
50
歳
未
満
の
方
に

限
っ
て
、
本
人
と
そ
の
配
偶
者

の
所
得
状
況
に
よ
っ
て
、
保
険

料
の
納
付
が
10
年
間
猶
予
さ
れ

ま
す
。

　

平
成
28
年
７
月
以
降
は
50
歳

未
満
が
納
付
猶
予
制
度
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

◇
猶
予
さ
れ
た
保
険
料
は
、
10

　

年
以
内
で
あ
れ
ば
遡
っ
て
納

　

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
（「
追
納
」
と
い
い
ま
す
。）

　

ま
た
、
未
納
と
は
違
い
、
障

　

害
基
礎
年
金
受
給
の
際
の
保

　

険
料
納
付
条
件
に
も
備
え
る

　

こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
な
お
、
追
納
さ
れ
れ
ば
、
老

　

齢
基
礎
年
金
額
に
反
映
さ
れ

　

ま
す
。

保
険
料
納
付
猶
予
制
度

年
金
だ
よ
り

国
民
年
金
保
険
料
が

変
更
に
な
り
ま
す
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INFORMATION

　

４
月
１
日
付
け
で
赤
井
川
村

内
の
小
中
学
校
に
赴
任
さ
れ

た
、
８
名
の
教
職
員
の
方
々
へ

の
辞
令
交
付
式
が
役
場
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

子
供
た
ち
の
た
め
、
こ
れ

か
ら
皆
さ
ん
の
ご
活
躍
を
期

待
し
て
い
ま
す
。今
回
赴
任
さ

れ
た
８
名
の
方
々
を
紹
介
し

ま
す
。

◇
赤
井
川
小
学
校

　

西
岡　

健
幸　

校
長

（
赤
井
川
村
立
都
小
学
校
）

　

新
川　

志
帆　

教
頭

（
赤
井
川
村
立
都
小
学
校
）

　

塩
崎　

知
佳　

教
諭

（
赤
井
川
村
立
都
小
学
校
）

　

藤
村　

晴
美　

教
諭

（
赤
井
川
村
立
都
小
学
校
）

　

姉
帶　

隆
文　

教
諭

（
赤
井
川
村
立
赤
井
川
小
学
校
）

　

山
本　

博
之　

教
諭

（
小
樽
市
立
桜
小
学
校
）

　

加
賀　

一
朗　

事
務
職
員

（
赤
井
川
村
立
都
小
学
校
）

◇
赤
井
川
中
学
校

　

小
関　

展
彰　

校
長

（
北
広
島
市
立
西
の
里
中
学
校
）

※
（　

）
は
前
任
地

教
職
員
人
事
異
動
（
４
月
１
日
付
け
）

【
総
務
課
】

▽
総
務
課
主
幹
（
財
務
担
当
）

天
野　

勝
吾

▽
総
務
課
主
幹
（
総
務
・
企
画

　

担
当
）

�

末
次　
　

司

▽
総
務
係

大
野　

亮
太

▽
財
務
係

村
田　

洋
太

【
住
民
課
】

▽
税
務
係
長

今
井　

香
那

【
保
健
福
祉
課
】

▽
保
健
福
祉
課
主
幹
（
保
健
福

　

祉
担
当
）

�

瀬
戸　

千
尋

▽
保
健
福
祉
係
長

上
妻　

美
加

▽
保
健
福
祉
係

三
浦　

麻
央

▽
介
護
医
療
係
長

須
藤　

雅
俊

【
産
業
課
】

▽
産
業
課
長
（
農
政
・
土
地
改

　

良
担
当
）

神　
　

信
弘

▽
産
業
課
長
（
産
業
担
当
）

横
井　

慎
之

▽
産
業
係
長

田
中　

雄
大

▽
産
業
係

小
澤　

友
里

【
議
会
事
務
局
】

▽
事
務
局
長

瀨
戸　

雅
哉

村
職
員
人
事
異
動
（
４
月
１
日
付
け
）
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お知らせ伝言板INFORMATION

■モニタリングポストによる測定データ

年月日 空間放射線量率
（単位：μGy） 天候

3.17 0.021 晴れ
3.20 0.022 晴れ
3.24 0.023 晴れ
3.27 0.023 晴れ
3.31 0.026 くもり
4.3 0.029 晴れ
4.7 0.042 雨
4.10 0.034 晴れ
4.14 0.032 晴れ

※空間放射線量は平常レベルで推移しています。

　

村
で
は
本
村
に
お
住
ま
い
の

方
、
ま
た
来
村
さ
れ
る
方
が
安

心
し
て
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
放
射
線
量
率
情
報
を
公
開

し
て
い
ま
す
。

　

お
知
ら
せ
す
る
数
値
は
北
海
道

に
よ
り
整
備
さ
れ
た
環
境
放
射
線

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
及
び
テ
レ

メ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
取
集

さ
れ
た
も
の
で
、
測
定
方
法
等
は

左
記
の
と
お
り
で
す
。

■
測
定
方
法

◇�

測
定
機
器
／
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ

ス
ト
（
北
海
道
設
置
）

◇�

測
定
場
所
／
北
後
志
消
防
組

合
赤
井
川
支
署

◇�

測
定
時
間
／
２
分
間
隔
で
常

時
測
定

◇
公
表

広
報
／
毎
週
火
・
金
曜
日
の

９
時
現
在
デ
ー
タ
（
前
月
14

日
ま
で
の
結
果
）
を
掲
載

※�

即
時
デ
ー
タ
を
村
で
抽
出
し

て
掲
載
す
る
こ
と
か
ら
、
北

海
道
が
公
式
に
発
表
す
る
デ

ー
タ
と
異
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

Ｈ
Ｐ
／
北
海
道
原
子
力
環
境

セ
ン
タ
ー
Ｈ
Ｐ
で
即
時
デ
ー

タ
が
確
認
で
き
ま
す
。

（http://w
w

w
.genshi.pref.

hokkaido.jp/

）

※�

Ｈ
Ｐ
で
公
表
さ
れ
て
い
る
内

容
は
役
場
庁
舎
ロ
ビ
ー
に
設

置
さ
れ
た
モ
ニ
タ
ー
で
も
ご

覧
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◇�

測
定
単
位
／
μ
Ｇ
ｙ
（
マ
イ

ク
ロ
グ
レ
イ
）

　
天
気
は
数
日
の
周
期
で
変
わ

る
で
し
ょ
う
。

赤
井
川
村
の
空
間
放
射
線
量
の
状
況

◇
気
温

－

高
50
％
・
平
30
％
・

　

低
20
％

◇
降
水
量

－

高
40
％
・
平
30
％
・

　

低
30
％

５
月
の
気
象
情
報

■
開
催
月
日
／
３
月
27
日

■
会
議
案
件

◇
賃
貸
借
契
約
等
の
解
除
に
つ
い
て

◇
農
用
地
利
用
集
積
等
促
進
計

　

画
の
決
定
に
つ
い
て

◇
新
規
就
農
者
認
定
登
録
の
承

　

認
に
係
る
諮
問
に
つ
い
て

◇
農
地
台
帳
の
定
期
的
な
点
検

　

等
の
実
施
に
つ
い
て

　

農
地
（
田
・
畑
な
ど
）
に
つ

い
て
、
下
記
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
場
合
、
手
続
き
が
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
農
業
委
員
会

ま
で
お
知
ら
せ
願
い
ま
す
。

◇
農
地
を
転
用
す
る
と
き

　

農
地
の
転
用
と
は
、
田
や
畑

な
ど
の
農
地
を
、
宅
地
な
ど
の

農
地
以
外
に
使
用
す
る
こ
と
を

い
い
ま
す
。
農
地
を
転
用
す
る

場
合
は
、
農
業
委
員
会
の
許
可

を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

転
用
の
計
画
が
あ
り
ま
し
た
ら

必
ず
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

許
可
を
受
け
な
い
で
転
用
し
た

場
合
や
、
許
可
の
内
容
と
異
な

る
目
的
に
転
用
し
た
時
に
は
、

厳
し
い
罰
則
が
定
め
ら
れ
て
お

り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
原
状
回

復
を
含
め
た
是
正
指
導
が
行
わ

れ
ま
す
。
ま
た
、
農
地
以
外
で

あ
っ
て
も
農
業
振
興
地
域
に
該

当
す
る
土
地
で
あ
れ
ば
別
途

届
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
の

で
、
産
業
課
農
政
係
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。
な
お
、
農
地

の
利
用
や
保
全
に
必
要
な
施
設

（
農
道
・
農
業
用
倉
庫
等
）
を

２
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満
の

農
地
を
利
用
し
て
転
用
す
る
場

合
は
、
許
可
申
請
で
は
な
く
、

届
出
に
な
り
ま
す
。

◇
農
地
を
売
買
、
贈
与
す
る
と
き

　

農
地
を
農
地
の
ま
ま
で
売
買

等
す
る
場
合
は
、
農
業
委
員
会

の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
こ
の
許
可
は
耕
作
目

的
で
農
地
を
取
得
す
る
も
の
の

た
め
、
農
地
を
取
得
し
た
方
は
、

自
ら
農
作
業
に
常
時
従
事
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

◇
相
続
で
農
地
を
取
得
し
た
と
き

　

相
続
に
よ
り
農
地
を
取
得
し

た
場
合
、
農
地
法
の
許
可
は
不

要
で
す
が
、
す
み
や
か
に
農
業
委

員
会
へ
届
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

（
農
地
法
第
３
条
の
３
第
１
項
）

◇
農
地
情
報
の
提
供
の
お
願
い

　

皆
様
か
ら
提
供
い
た
だ
い
た

情
報
に
よ
っ
て
、
農
地
利
用
希

望
者
（
新
た
に
農
業
を
始
め
た

い
と
思
っ
て
い
る
方
、
農
業
経

営
の
規
模
拡
大
を
考
え
て
い
る

方
、
定
年
を
迎
え
田
舎
暮
ら
し

を
希
望
す
る
方
等
）
へ
情
報
提

供
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
農
地

の
流
動
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

村
内
に
空
き
農
地
を
お
持
ち

の
方
は
、
赤
井
川
村
農
業
委
員

会
事
務
局
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
農
地
の
賃
借
、
売
買

及
び
転
用
は
、
農
業
委
員
会
の

許
可
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
賃

借
等
を
さ
れ
る
方
は
、
農
業
委

員
会
事
務
局
ま
で
ご
相
談
下
さ

い
。

◇
受
付
件
数�

売
却
希
望　

７
件

�

買
受
希
望　

２
件

�

（
令
和
８
年
４
月
14
日
）

〇
自
動
車
税
は
、毎
年
４
月
１
日

　

現
在
の
自
動
車
の
所
有
者（
又

　

は
使
用
者
）が
納
め
る
道
税
で

　

す
。

○
今
年
は
５
月
７
日（
木
）に
納

　

税
通
知
書
を
発
付
し
ま
す
の

　

で
、納
期
限
ま
で
に
納
税
を
お

　

願
い
し
ま
す
。

〇
自
動
車
税
の
納
税
に
は
、コ
ン

　

ビ
ニ
や
金
融
機
関
な
ど
の
窓

　

口
の
ほ
か
、ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ

　

ン
か
ら「
い
つ
で
も
・
ど
こ

　

で
も
」キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
で
納

　

税
で
き
る『
地
方
税
お
支
払
い

　

サ
イ
ト
』が
便
利
で
す
。

〇
納
税
通
知
書
が
届
か
な
い
場

　

合
や
、納
税
に
つ
い
て
の
お

　

問
い
合
わ
せ
は
左
記
ま
で
ご

　

連
絡
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

後
志
総
合
振
興
局
税
務
課

　

℡
０
１
３
６

－

２
３

－

１
３
３
１

農
業
委
員
会
だ
よ
り

農
業
委
員
会
総
会 

第
33
回

お

知

ら

せ

自
動
車
税
の
納
期
限
は

６
月
１
日
（
月
）
で
す
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お知らせ伝言板INFORMATION

お
誕
生
お
め
で
と
う
（
出
生
）

お
名
前 
月
・
日 

区
会（
ご
両
親
）

平
山　

央お
う
り俐
さ
ん

３
・
11　

2
町
内

（
平
山　

人
志
さ
ん
・
香
波
さ
ん
）

工
忠　

禅ゆ
ず
き樹
さ
ん４・

６　

１
町
内

（
工
忠　

聖
樹
さ
ん
・
小
姫
さ
ん
）

村
長
の
う
ご
き

〈
３
月
15
日
～
４
月
14
日
〉

（
３
月
）

15
日
◇
葬
儀
出
席
／
札
幌
市

16
日
◇
農
林
業
活
性
化
協
議
会

　
　
　

／
字
赤
井
川

17
日
◇
余
市
税
務
署
来
庁
／
字

　
　
　

赤
井
川

　
　

◇
小
学
生
全
国
ス
キ
ー
大

　
　
　

会
入
賞
者
来
庁
／
字
赤

　
　
　

井
川

18
日
◇
総
合
教
育
会
議
／
字
赤

　
　
　

井
川

19
日
◇
赤
井
川
小
学
校
卒
業
式

　
　
　

／
字
赤
井
川

　
　

◇
都
小
学
校
卒
業
式
／
字

　
　
　

都

　
　

◇
商
工
会
長
来
庁
／
字
赤

　
　
　

井
川

23
日
◇
後
志
共
同
消
防
指
令
セ

　
　
　

ン
タ
ー
開
所
式
／
小
樽

　
　
　

市

25
日
◇
悠
楽
学
園
大
学
／
字
赤

　
　
　

井
川

　
　

◇
総
務
開
発
常
任
委
員
会

　
　
　

／
字
赤
井
川

26
日
◇
入
札
／
字
赤
井
川

　
　

◇
北
後
志
町
村
長
会
監
査

　
　
　

／
字
赤
井
川

27
日
◇
後
志
総
合
振
興
局
副
局

　
　
　

長
外
来
庁
／
字
赤
井
川

　
　

◇
赤
井
川
へ
き
地
保
育
所

　
　
　

修
了
式
／
字
赤
井
川

　
　

◇
転
出
教
職
員
挨
拶
／
字

　
　
　

赤
井
川

　
　

◇
教
育
三
者
懇
談
会
送
別

　
　
　

会
／
字
赤
井
川

29
日
◇
葬
儀
出
席
／
余
市
町

30
日
◇
小
樽
開
発
建
設
部
道
路

　
　
　

事
務
所
幹
部
来
庁
／
字

　
　
　

赤
井
川

　
　

◇
赤
井
川
村
議
会
協
議
会

　
　
　

／
字
赤
井
川

　
　

◇
手
話
言
語
条
例
北
後
志

　
　
　

式
典
／
余
市
町

　
　

◇
北
後
志
町
村
長
会
総
会

　
　
　

／
余
市
町

（
４
月
）

１
日
◇
連
携
企
業
懇
談
会
／
札

　
　
　

幌
市
／
～
２
日

　
　

◇
地
域
お
こ
し
協
力
隊
辞

　
　
　

令
交
付
／
字
赤
井
川

２
日
◇
転
入
教
職
員
懇
談
／
字

　
　
　

赤
井
川

３
日
◇
入
札
／
字
赤
井
川

　
　

◇
商
工
会
長
新
年
度
挨
拶

　
　
　

来
庁
／
字
赤
井
川

７
日
◇
赤
井
川
小
学
校
入
学
式

　
　
　

／
字
赤
井
川

　
　

◇
赤
井
川
中
学
校
入
学
式

　
　
　

／
字
赤
井
川

８
日
◇
ド
ー
ト
社
長
来
庁
／
字

　
　
　

赤
井
川

　
　

◇
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

　
　
　

感
謝
状
贈
呈
／
札
幌
市

９
日
◇
新
お
た
る
農
業
協
同
組

　
　
　

合
第
28
回
通
常
総
会
／

　
　
　

仁
木
町

　
　

◇
J
R
T
T
異
動
挨
拶
来

　
　
　

庁
／
字
赤
井
川

　
　

◇
大
西
人
権
擁
護
委
員
退

　
　
　

任
式
／
字
赤
井
川

　
　

◇
後
志
総
合
振
興
局
新
任

　
　
　

職
員
挨
拶
来
庁
／
字
赤

　
　
　

井
川

10
日
◇
総
務
開
発
常
任
委
員
会

　
　
　

／
字
赤
井
川

11
日
◇
北
星
学
園
余
市
高
等
学

　
　
　

校
入
学
式
／
余
市
町

14
日
◇
北
海
道
道
路
整
備
促
進

　
　
　

協
会
総
会
／
札
幌
市

　
　

◇
北
海
道
治
水
砂
防
海
岸

　
　
　

事
業
促
進
同
盟
総
会
／

　
　
　

札
幌
市

　
　

◇
北
海
道
防
災
協
会
総
会

　
　
　

／
札
幌
市

２
日
◇
選
挙
管
理
委
員
会

10
日
◇
第
１
回
赤
井
川
村
議
会

　
　
　

定
例
会
／
～
12
日

18
日
◇
M
３
６
５
職
員
説
明
会

19
日
◇
道
の
駅
あ
か
い
が
わ
農

　
　
　

産
物
直
売
所
生
産
者
協

　
　
　

議
会

24
日
◇
固
定
資
産
評
価
審
査
委

　
　
　

員
会

25
日
◇
総
務
開
発
常
任
委
員
会

　
　

◇
社
会
教
育
委
員
協
議
会

26
日
◇
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会

　
　

◇
教
育
委
員
会
議

27
日
◇
農
業
委
員
会
総
会

人
口
と
世
帯

日本人 外国人 総人口 前月比

人　口 ９１９ ５０６ １，４２５ －４０

男 ４６８ ３１２ ７８０ －２４

女 ４５１ １９４ ６４５ －１６

世帯数 ５０９ ４９７ １，００９ －３８

※令和８年３月３１日現在

■今月の表紙
　今月の表紙は、赤井川小学校入学式
からの一枚。
　ワクワクドキドキしながら迎えた入学
式。みんな笑顔で入場しました。
　これからは勉強も頑張りながら、お兄
さんお姉さんたちと楽しく学校生活を過
ごしてください！
　入学おめでとう！！

む
ら
の
日
誌（
３
月
）

住
民
の
ま
ど
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広報あかいがわは、震災復興型カーボンオフセット用紙を
使用し、ＣＯ２削減事業並びに東北経済復興を応援しています。
また、環境に優しい道産間伐材を配合した用紙を使用しています。

■みなさん、気が付けば１年の３分の１の月日が過ぎました。時の流れの
速さについていけません…あっと言う間に12月になっている気がします。
　さて、５月と言えば待ちに待ったゴールデンウィーク！！（待っていた
のは僕だけかも）
　何をしながら過ごそうかワクワクします！みなさんはどう過ごされま
すか？？
　仕事などで疲れた心や体をゴールデンウィークを使って癒し、また頑張
りましょう！（古渡）

【発行情報】広報あかいがわ2026年5月号（№732）
■編集・発行／赤井川村総務課企画地域振興係
　　〒046-0592　余市郡赤井川村字赤井川74番地2
　　TEL 0135－34－6211　FAX 0135-34－6644
　　URL https://www.akaigawa.com/　E-Mail info@akaigawa.com
■印刷／㈱総北海　旭川市工業団地２条１丁目１－23

　広報あかいがわでは、今後も村民の皆さんの身近な話題を掲載していきま
す。皆さんが予定している行事や参加しているサークル・ボランティア活動
の話題などありましたら、総務課企画地域振興係までお知らせください。紙
面の都合により掲載できない場合もありますが、できるだけ掲載するよう努
力してまいります。また広報や村政に対するご意見・ご感想も募集していま
すので、メール又は郵送でお寄せください。
　広報あかいがわに掲載された写真は被写体となった方や関係される方々へ
提供することができます。ご希望の方はお気軽にご相談ください。

※「赤井川村写真館」へ掲載する写真を募集しています！
　あなたが撮影した村内の風景や静物、人物などの写真を広報あかいがわに掲載してみませんか？掲載したいまたはしても良いとい
う方がおられましたら、役場総務課企画地域振興係までご連絡ください。なお、写真はプリント、データどちらでもかまいませんが、
2300×1550PIXEL以上でお願いします。応募のあった中から内部で審査を行い掲載していきます。掲載希望がない場合は広報担当
及び役場職員が撮影した写真やその他情報を掲載していきます。あなたもこの機会に赤井川村を見つめ直してみませんか？

赤井川村写真館～赤井川の四季～

赤井川中学校入学式
撮影：企画地域振興係　場所：赤井川中学校　撮影日：2026年4月7日
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